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　　編集後記

　最近、特に金融のリーマン・ショック以降、「経済学の教育方針が大変であろう」と感じている。

ミクロ経済学では、“「企業の目的」は利潤の最大化 ” が公理系になっている。この公理系で、生産

される財を集約 (aggregate) して “ 供給関数 ” が導出される。しかし、いま「企業の目的が利潤の最

大化で良いのだろうか」ということが問題視されている。また、「利潤」でも、短期と長期の違いも

大きな問題になる。瞬間的な「利潤（儲け）」を最大化して多額の報酬を獲得して「後はサヨナラ」

というような「企業目的」はモラル・ハザードである。「企業の目的は、社会貢献である」という経

営者・評論家が最近多くなっているように感じる。

　　社会貢献の対価として利潤をもらっているのであり、企業の継続性を考えれば、国民に支持さ

　　れないような企業は長続きしない

ということが、その論旨のようである。この論法では、ミクロ経済学における「企業の目的」の公

理系はどのようになるのであろうか。科学では、何を認めるか（理論の前提条件：公理系）を設定・

明示しなければならない。そうでなければ「百家争鳴」の混乱が起こるであろう。イデオロギーの

対立になる。

　また、需要関数の基礎になる消費者が望む「効用最大化」は、第一義的には「年収の最大化」と

して考えられる。限られた予算制約の下で自己の効用を最大にするような財の組み合わせを選択す

る。ところが、年間収入が 1 億円を超える人たちがいる。どんなに贅沢をしても「個人」では使い

切れない金額である。このような「富裕層の人々」の「目的」は何なのだろうか。これに関して、

最近耳にする話題は、『お金儲けは悪い事ですか』という質問である。巨大ファンドが短期に多額の

利得を得るような事態は、私としては「さもしい行為」と思うけれど、「経済学」は「道徳」とは独

立であるから、これらの「Greed 族」を「悪」であるとは言い切れない。「お金儲け」は善悪の問題

ではなく、「好き嫌いの問題」である。改めて『お金儲けは好きですか』という問では、ほとんどの

人が「好き」と答えるであろう。この状況を、江戸時代の浮世草子の作家、井原西鶴は次のように

表現している。

＜人間は欲に手足のついたるものぞかし＞　あるいは　＜世に銭ほど面白きはなし＞

しかし、数億円という年収を得る人々がいる一方で、年収が数百万円という多数の人々がいるとい

う現実は「市場の失敗」といえる問題ではなかろうか。

　さらに「富裕層」に対しては「収入の最大化」は意味薄弱になるのではなかろうか。富裕層がほ

んのわずかな「我慢」をして、「貧困層」に富をまわすことで、国全体の GNH（General National 

Happiness）が大きく上昇すると思える。日本の貧困率は諸外国に比べて、かなり高い（14.9％：

OECD 平均 10.6%、08 年度）というデータが最近発表された。

　このように、特にミクロ経済学で教える「公理系」と、現実との段差を感じてしまう。経済理論

は市場の『第一次近似』を表現すべきであると思うが、世の中は「効率性」を第一義にして動いて

いるのであろうか。

　以上は、“ 経済学がわかっていない ” 老数学者の妄言であり、“ 対岸の火事 ” を見物している野次

馬の気分である。お聞き流していただければありがたい。
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